
港北二ユ-タウンは､先進的かつ調和のと

れた魅力ある街づくりを目指し､横浜市の

北部地域の都市整備の核として計画されました｡

計画人口30万人､開発面積約2.5

00haに及ぶ大規模開発で､その半分以上の面積(約

1.300ha)を占める地域は､土地区画整理

方式により当時の日本住宅公団(現在の都

市碁盤整備公団)が都市開

発事業として昭PROLOGUE 和41
年に着手､平成8年度に竣工を迎え

ると同時に換地処分を終えました｡そして現在

､港北ニュータウンは住み応えのある素晴

らしい街として熟成の途上にあります｡

近年､人々の住宅や宅地についての意識は､

社会経済の発展に伴い高度化かつ多様化し

､都市機能に対する要望も多彩になってきて

います｡その要望に応えるべく高度
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l祝 辞

都市基盤整備公団 神奈川地域支寸土長

嶋田 征次祝辞 ｢創立15周年に寄せて｣

創立15周年､誠におめでとうございます｡

株式会社港北都市開発センターは､港北ニュータウン

の開発において､地域住民の利便及び居住環境の維持

向上を図るため､ニュータウンの中でも核となるタウンセン

ター地区における大規模商業施設の運営管理等を行うな

どを目的として､平成元年(1989年)に設立されたものでありますが､以来今日まで､幾多の困難を克

服し.その役割を着実に果たされ､ここに創立15周年を

迎えられましたことは､誠に喜ばしい限りですD

…善北ニュータウンは現在.優れた立地条件と恵まれた

自然環境を生かして､緑豊かな居住環境を形成すると

共に､国内外の有力企業の研究所･研修所等も多数立地

する横浜北部副都心にまで成長してまいりました｡この

間､貫社が商業施設の面から地域住民等のニーズに応えて

こられた功績は､高く評価されるものであります｡いよいよ平成19年(2007年)には市営地下鉄4号線 が開通し､今後も

さ

らなる発展の可能性に満ち溢れています｡このたび

の創立15周年を一つの節目として､港北ニュータウンの｢街つくり｣にさらに大きく貢献され､地域



横浜市 都筑区長佐々

木 寛志祝辞｢創

立15周年に寄せて｣きく様変わりしましたが､寺社や屋敷林

､里山などの既存の緑をできるだけ残し､新しい中にも歴

史を継承し､ふるさとを偲ばせる街づくりの=夫がされてい

ます｡区の名前となっている｢都筑｣という名称は､

万葉集にも登場し､古く奈良時代からこ

の地域に伝わる由緒ある地名を復活したものです｡これに加え､

｢新たな都を築く｣という意味も込めて名づけられた

ものです｡区役所といたしましても､古くから住む方と新し

く区民となる方が一緒に作り上げていく｢新たな都｣となる

よう､また､誰もが愛着の持てる新たな｢ふるさと｣と

なるよう､都筑の街づくりを進めて

いきたいと考えています｡都筑区の街づくりは､セ

ンター中央地区の区画整理事業など､まだ将来の可能性

が大きく広がっていますo株式会社港北都市開発セン

ターにおかれましては､これからも新たな郡づくりの牽



l祝 辞

地元地権者金子 保祝辞 ｢

創立15周年に寄せて｣株式会社港北都市開発センターの創立15周年を､心

か

らお喜び申し上げます｡さて､港北ニュータウン開発事

業は､昭和41年､横浜市の6大事業の1つとして位置付けされ､

｢乱開発の防止｣､｢都市と農業の調和｣及び｢市

民参加の街づくり｣を基本理念としてスタートしました｡葺

から､｢よき道たどればよき邑あり｣といわれていま

すが､私も関東大震災や戦災の経験から､緑の多い広

い道路のある安心して住める街こそ子孫に残す最高の宝

物として信じておりましたので､ニュータウンの衛づく

りに積極的に参加してまいりました｡事業の遅れで肝余

曲折もありましたが､平成8年に土地区画整理事業が竣工したことは皆様の周

知

のとおりでございます｡今では､区域内の幹線街路は

竣工し､地下鉄3号線が開通するとともに､平成19年

には4号線が開通する目処も立ち､港北中央地区土地区画

整理事業も平成16年度には全ての土地が使用収益開

始となり､センター地区の整備が概成することは､開発

に携わったものとして誠に感慨

深いものがございます｡想えば､平成元年､横浜市及び住宅･都市整備公団を 主要株主として､貢社が､港

北

ニュータウンの熟成に向け主に施設経営を業務目的とし

て誕生したことは､誠に時宜にかなったものでありまし

た｡設立後は､私共の共同化義務街区に係る施設建設

事業の事務局としてたずさわり､平成10年､港北東急百貨

店S.C.のオープンにご尽力をいただきました｡2年

後には､モザイクモール港北･都筑阪急をオープンさせ

､ニュータウンに生活する人々の利便性向上に貢献され

ました｡また､貢社は､自社事業として､｢ショッピングタウ

ンあいたい｣及び｢キーサウス｣等大型商業施設の経営

を展開し､街の熟成化を図るとともに､着実に事業を伸

ばし経営基盤を安定させたことは､誠に喜ばしいかぎりでご

ざいます｡今後は､CATV事業､駐車場の施設管理等

に一層の努力を傾注し､そこに住み働く者に安らぎと潤い

を与えるとともに､人々が楽しく集える豊かな生活環境を提供するソフト面の充

実化が必要と考えます｡我々のかけがえのない故郷

である港北ニュータウンのより素晴らしい街づくりに向け､

今後とも､居住者のニーズに合致した生活施設を建設･

経営されることを切に願い､買社の益々のご発展を祈念して､私の祝辞と致します｡
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ご あ い さ つ

株式会社港北都市開発センター

代表取締役社長

中臣 敬治郎

創立 15周年 ごあいさつ
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株 式会社港北都市開発センターは本年2月創

立15周年を迎えました｡

当社は計画人口30 万人の多機能複合都市一

港北ニュータウンの建 設推進に併せて
､
主とし

て居住者のための生活利便施 設の建設
､
管理運

営等を行う会社として
､
平成元 年(1989年)に

設立されました
｡
港北ニ ュータウンは横浜市､
都

市基盤整備公団
､
地元 地権者の三位一体方式で

建設が進められましたが
､

タウンセンターにつ

いても
､
横浜市の指導の もと
､
公団
､
地権者が役

割分担の上達携して開発 することとなり
､
申し

出換地をもとに核的施設が 順次建設されました
｡

当社はセンター北地区の｢ショッピ ングタウンあ

いたい｣の建ち上げに協力し
､
平 成10年(1998

年)にオープンの運びと なり
､
以来当施設の運

営管理に携わっています｡
そ して
､
平成13年

(2001年)には
､
センタ

ー南地区に大型専門店街 ｢キーサウス｣を建設､オープンし､着実な運 営管理を行っているところであります

｡

また､｢パルスポットセンター南｣､｢

パルスポット仲町台｣等多様な商業施設の運営に携わりつ

つ､平成9年(1997年)には､CAT

V事業 ｢ケーブルネットつづさの森｣の営業を開始し

､地域の皆さんの快適な暮らしをサポートすべく､地

上波･BS･CS･自主放送等の放送サー

ビスに加え､インターネットサービスの提供な

ども行っております｡本年7月には横浜に事業

拠点を置く2社との合併により､新しい会社に生

まれ変わります｡創立15周年と新会社の誕

生を契機にして､商業施設のリニューアル等に

積極的に取り組むとともに､駐車場等公益的施

設の管理や地域の活性化等なお一層の地域密着

を図りながら､地域の皆様のより豊かな暮ら

しを実現するために､総合的な生活支援事業を

展開していく所存ですので､関
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港北ニュータウンと我が社-タウンセンター及び駅前･近隣センターとケーブ

ルテレビー株式会社港北都市開発センターの歩み

は､港北ニュータウンの歩みそのもの｡港北

ニュータウンの歩みは大きく3段階に分けること

ができます｡まず､第1段階として､開発構想から区画

整理事業の認可､第1回仮換地指定までの1970

年代｡第2段階として､市街化が急速に進み､

各種施設が立ち上げられていった1980-1990年代｡そして､第3段階として現在｡

今回､開発構想段階から現在にいたるまで

､開発に関わってきた皆さんから､当時の様子を語っ

ていただき



田 今日はよろしくお願いします｡まず､第l段階の時期におい

て.港北ニュータウンの開発理念.開発構想､申し出換地構想がどの

ように構築されていったかについて､伺いT=いと思います｡

■Ⅰ【E∃ 開発理念には.乱開発の防止､都市農業の確立､市民参加

の街づくりの3点があります｡まず､乱開発の防止rよ昭和43年新節

市計画法が制定されたときの大テーマで､計画なきところに開発な

しという思想で､乱開発は一切行わないという理念を空言するもの

T･Ll=.

第二の都市農業の確立については､市街化に直面した農業は.こ

れまでの農業形態を変えなくてほならなくなる｡農業形哲の計画的

な変革を援助する概念が生産緑地である｡市街地に経する農地は

がコミュニティ環境を破項する時代になるであろうということも意識

していました｡歩行者空間を自動牢空間から分離しなくてほならない

というのが､開発哲学の第二でした｡

そしてt第三は住民参加によって基本計画づくりを行ったことです｡

この3つが開発構想哲学といえるでしょう｡

■≡彊 では､申し出控地についてはどうだったのでしょうか｡

田 申し出挟地積想の前提となった理念は∴ニュータウン研究会

から生み出されたと考えてよく.住民ひとりひとりが自分たちにとって

最適な都市とは何かということを考えようというものです｡ニュータ

ウン研究会は地元の人､公団の人なら椎でも入れるもので､事業計画

の持っている意味を徹底的に考える研究会です｡そのうえで､自分が

.
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市街地にとっての緑地空間として評価され

る｡したがって､補助の対象としてもよい

のではないかと考えたわけです｡

第三の市民参加の街つくりは､公共圏の

まとめ役であるコミュニティリークーが､行

政と協力して街つくりを進めていくべきと

考えたわけです｡普通､市街化区域､調整

区域などは行政が提案して地元を説得し

ていきますが.港北ニュータウンでは､市民

の住民代表によって､市街化区域､区画整

提区域.農業専用地区の提案と調整が進め

られた｡もちろん､横浜市は協力しますが.

主体は市民にあり､住民相互の議論を経て

決めていくことになりました｡ 中臣敬 治郎株式会社港北#市開発センター

代燕取捨役寺土長この計画の決定プロセスではいくつか

取り決めが行われました｡まず､横浜市が公共施設の整備､地下鉄

の整備などを,区画整理が終わる前に整備すること｡第二に､開発者すなわち公EZEが定めようとする事業には､住民が参ht)して行うこ

と｡第三に､以上の2つの条件を監視するために､地元の代表と市

の担当局長及び公団理事で構成する責北二ユ-タウン開発対策協

議会を作る｡この取り決めによって.対策協は区画整理区域と農業

専用地区の公共性を決定する横間になった｡市民参加の街つくり

の視点から対策協が公共性を決定する機関にまで

なってスタートしたというのは､大変重要なことだったと思います｡

次に､公Eilによる開発構想についてです.これにも3点あります

｡第-は横浜と東京の問にある大きな非市街地を開発するという自

覚を持つことでした｡この非市街地は緑地空間を提供していた空間

でありました.開発を行うことは撃に緑地をなくすというだけでなく

.逆に緑地を粥要する空間に変えることになるという自覚です｡こ

の目覚によって､既存の緑を最大に残して､自前の緑の

中で暮らせる環境を造ろうという計画に取り組むことになりました

｡また.この開発が終わる頃には自動車型社会になり.自動宰交通 控地LT=い場所を自分の

責

任で決めようということです｡自分のT任において換地を申し出

できるシステムを作った｡これが申し

出換地構想の理念です｡田 そし

て､この理念を現地に即して実行にあf

=つたのが支倉さんですね｡田 申し出換地という

のは､構想としては非常に正しいものだったのです

が､実際やってみると､はたしてこれからどう

なるかということの繰り返しでした｡結果的

には､心理学的決断が成功して決まっていった

のではないかと思います｡マスタープランを決め

て申し込んでもらうわけですが.4種類の

特別な換地のうちタウンセンタ-の換地は､設計の変更は難しいの

で､申し込みをした人たちに集まってもらって

調整するということになったのですが､干数百人の人をどう調整した

らよいか悩みました.そこで､小さなクループに分け､地主さんたち

が納得するまで時間をかけようということにしました｡そして､話が慕

とまったところから換地を決めていったわけです｡また､地権者の人

には､申し出換地というのは､公因が特別にやるシステムであるから､

従来の区画整

理の原則には必ずしも沿っていないということを徹底しました｡

そして､センターの中でも小規模な商業専用地区に希望が集中していたので,市とも相談して､最小区画を小さくし､そして.大地主さんに

は大月模な商業地区に移ってもらうことにして､できるだけ皆さんに換

地

が行き渡るようにしました.それでも画地が不足して旨劃ままとまらず険悪になってきたのですが､公Eilは｢人の和｣ということについて経

験

があるのでまとめることができたと思いますね｡結局2年近くかかつて公団

に調整案づくりを任せるということになって､公EZ)原案をつくりました｡それは､申込者l人にl口ずつ割り当てることとして､複数口の

申し込みは遠慮してもらうこと､原位置換地を優先させることt土地敬



田 なるほど.理念はユニークだが､実際やるとなると大変であっ

たわけですね｡当時私は申し出換地の担当係長でし

たが､係長の立場ではわからなかったこともあり､今

の話を聞いて納得しました｡では､その頃､市の建設

事務所にいた渡さんに伺いたいと思います｡

ta 私が港北二ユ-タウンとの関わりを持ったのは､

昭和51年4月､計画局の事務所長として異動になっ

たときです｡当時出来上がっていたのが.第1､第2

地区それぞれに防災ダム-箇所､工事用道路が200

-300mといった感じで､先に協力して土地を売っ

た人たちから見ると､ほとんど現場は変わっていな

いのに､土地の値段は急騰している状況だったので､

急百貨店｣がオープン｡この間20年ですが､まず､共同化義務街区の

支 倉 幸 二株式会社港北都市開発センター特別顧問蔓 tTTFl書芸--票IiI-:萱i:_fiF;iI=妻妾-妻妾-妻_妻_-≡_iIf_藁書_TI-≡_-喜薫 喜II=i墓
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世の感があります｡田 港北ニュータウンには､皆が賛成してい

るわけではなかったのですね.さて､1983年には第2

地区､90年に第1地区の街開き､93年に地

下鉄3号線が開通し､これを契税に人口が飛躍的に伸

びていきました｡当社の設立は平成元年ですが､この第

2段階の時期は施設の建設が活発になり､地悟者総

会によって共同化義務街区が了幕されました｡平成4

年には第2地区共同化乗務街区の組合が設立され､

6年には栗急の進出が決定｡そして､翌5年には第

1地区の共同化義務街区の組合が設立され､7年には阪急の 調整などに苦労された小山さんに伺いた

いと思います｡田 私は､昭和52-56年には公

共施設の整備の担当として緑道の整備計画などに関わり

､平成2年1月から7年6月までは､センター計画の

事業計画第2課長､後に事業計画第1課長として､申

し出換地計画の仕上げなど事業収束に向けて関わ

りました｡共同化義務街区については､私が課長

として赴任する前にタウンセンターのマスタープラン

が修正されました｡その修正ポイントは4つあり

ました｡まず､車社会に対応する街でなくてはならないということで

､道路ネットワークの婆化です｡2つめは大講模複合施設用地の曜

保で､それまでのマスタープランでは街区のサイズが小さく､これか

らの商業競争に勝っていけないのではないかということで､大規模な施

設を造るべきだとされました｡そして､第3点目は､牢社会に対応して

監車場を大塁に確保して､道路ネットワークと関連つけ､適正に配置することとしました｡4点目は､歩雫立体分離の見直し､変

化に富んだ歩行者空間の実現など空間構成の再検討でした.この

うち､大境梗複合施設の建設についてですが､第1地区､第2地区そ

れぞれ2箇所の計4箇所を造ることになり､ひとつは地権者による共

同化義務街区､ひとつは公団が土地を確保して造るというものでした｡

初期開発においては､横浜市.地権者､公団がそれぞれの役割の中でやっていこうということが決まり､地権者の共同化義務街区を先

行

させ､公団が経俣した大規模複合施設用地の開発は次の段階で実施する

ことになりましたO公団･センター会社は第1地区ではブラザどル､

第2地区では中央公園の南側ブロックの業務系施設を立ち上げ､横浜市は第1地区の歴史博物館､第2地区で

区の総合庁舎の建設という3着の役割分担が決まりました｡

共同化責務街区の申し出操地は､第1地区と第2地区は様相を異に

中 西 雅 子株式会社港北番市開莞センター専務取

路程進出が決定｡公団はブラザビル(あいたい)の建設を決

定｡そ して､平成10年｢あいたい｣と｢東急百貨店｣がオープン｡平成12年には｢阪 しており､1

.

8haある第1地区には地権者の申し込みが少なく､1.5haの第2地区には逆に申し込みが

多く､その調整に苦労しました｡第1地区では､共同

化乗務街区の面積を1.5haに縮小し､それでも

足りない換地を公団換地で補いました｡

第2地区では申し出に応ずることのできなかった地

主さんのお宅に日参して納得いただきました｡検

地の収まった後､両地区とも地権者の皆さんが大変熱心に事業化に

取り組まれて､今日に至っています｡tE)平成5年に駅前にコンビニ



ありましたが､通常の採算からははずれるものでした｡しかし､公共性
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一議しま

_いった

■要望が

という観点から､これもセンター会社の役割のひと

つと考え､手跡ナたわけです｡

J5E)地下鉄3号級が縄通した時･駅前が喝く

危ないと新聞でも異がれたことを覚えています｡

しかし,コンビニ=ンスストアのオ-プンは.ある

貫疎､センター会社の存在を地元に知ってもらう

ための実績となりましたね｡

β ええ､そうです｡市や公団からの要望もあっ

たし､街つく｡のうえでは大事な一歩でしたから､ L
大変印象に残っています｡

ンタ二.センター雨の｢キーサウス｣についての取り組みについてお

話を伺いましょう｡

■;∃≡■センター南や仲町台駅前センタ-の｢パル

スポット｣プロジェクトは､｢あいたい｣よりも早く計画

されたもので.ニュータウンの時間的変遷につれて構

成店舗や施設も少しずつ変化してきましたが.それな

りの使命を果たしてきています｡

｢キーサウス｣は､センタ-南で暫定的駐車場とし

て利用していた土地を使って､会社で建物の設計を行っ

てセンターらしい見栄えのよいものを意図して､計画

川 手 昭 二 段剛 ､ら苦心を重ね､予算も大矧こ切｡詰めつつ事業
読波大学名誉教授

田 次に､｢あいたい｣のオープンにいたるま <日本住宅Jjt団剤と風発事粍醐 (初代)> 化しました｡ここは立地条件がよく､テナントも早く訣

での淫賃やコンセプトを共に苦労された支倉さんと藤原さんにお願

いします.

田 当時､公団は自ら拠点街区を北と南にそれぞれ造りたいとい

うことだったのですが.地元の共同化義務街区をどうしても成功させ

たいという意図が優先しました｡また､｢あいたいJの敷地は駐車場を

介さなければ近づけないという設計上の制約があり､恵まれた立地条

件ではなかったこと､設計段階では共同化嚢務街区には､すでに大規

模店の進出が決まっていたので､商業形態としては中核施設のない専

門店群で構成せざるを得なかったこと､さらに､時間的余裕がなかった

ことなどで､直接個別のテナントを探すのに随分苦労しまLT=｡また.

設計.施Zは公EZlで行ったため､我が社で考えるようなu'lL計の変更が

できない状況で､結果的に商業施設としてほ使いにくい較計となって

しまったのは残念でした｡普通､センター会社が関わる商業施設は､地

域の一番店になるものなのですが､大規模店の共同化乗務街区への

出店が先決で､二番手以降にならざるを得ない状況でしたね｡

J53El 様々な制約の中で.当時はブラザビルと呼ばれていた｢あい

たい｣は､平成8年に肩=されました｡私は､9年から携わりましたが､

コンセプトの生活利便館を目指してテナントリーシンクの最中で.まだ

半分<'らいしか決まっていない状態でした｡周辺

は先ほどのコンビニエンスストア程度で東急も阪

急もないという状態でしたし､地域の一高店では

ありませんからキーテナントをどんと入れるといっ

た従来型のSCでもなくて､全社を上げてテナン

トリーシンクに取り細みましたが､苦労しました｡

それでも平成10年4月に35店が入居し空き室が

ほぼない状態でオープンし.当社の本格的な駅ビ

ルとして､地域の人選から大歓迎をされました｡ま

めていたので､会社として設計段倍から乗り出したタイプのエポック

的施設となりました｡

■≡盃暮 ｢あいたい｣オ-プン後､販促を工夫するなどによって､年間

売り上げは当初の目標を大きくオーJ(-していました｡また.仲町台と

センター商の｢パルスポットJも安定的に経営が進められていましたが､

まだまだニュータウンは､商業面での需要があり､企業側からも進出

の希望が寄せられていました｡公団とも相談したところ､地域の常要

に応えるということで､土地を借りることが可能となり.当社としては

初めての商業施設の提案に取りかかりました｡これが｢キーサウス｣で

すが､｢あいたい｣の経験から.テナントを事前に決め.彼らの意見も

取り上げながら設計を進めました｡設計事務所とも一体になって､コ

ストと商業施設としての華やかさと枚能を追求しました｡さらに=事

の発注に当たっては.VE方式を取り入れ効率化によるコスト削減を図

りました｡名前もセンタ-丙のキーになるようなSCという思いがこもっ

ていますし.実際､地域の人達に親しまれ､活性化に役立っています｡

田 さて､これまで､藩北二ュ-タウンと当社の歩みを振り返っ

てきたわけですが､ここで､現時点での評価といいますか､ニュータ

ウンの市街化の状況とわ㌧開発の到達点､将来の見通し､ポテンシャ

た,ほ し､たい｣というユニ_クなネ_ミンクやロ

渡 幹 夫コ等でRL,まれることにな｡乱 た｡ 前船
会
社窒芸霊諾 発センター ルとしてどうかなどといった点に

つ

いて見ていきたいと思います｡平成15年10月の

段階で都筑区の人口が17万強です｡これを薦北ニュ

ータウンの計画に対時させると､進捗率では約57%｡

しかし､計画数値では世帯あたりの人数を35人に

設定しており､現実には1世帯28人なので､世音

数での進捗琴では70-80%に達しているものと

考えられます｡こんな中で讃北ニュータウンの入居階

層を見ると､多摩二ユ-タウンなどと選って若い

層が多いというのが大きな特徴といえそうですbまた.住民のボランティア活動による緑地の管理等､住民の芋による公共施設の管

ta 施設建設が進む中で､共同化義務街区のじゃまにならないよ 理が随所に見られ.3つ目の特徴として､他地域からのニュータウンうな



9

るということ｡さらに､もともとの地権者と新たに移り住んでくる住氏

との問の関係､このあたりが港北ニュータウンの特

徴といえるかと思いますが､中西さんと川手先生､い

かがでしょう｡

t重量私は平成9年度､10年匿都筑区の総務部

長をして､12年度､13年度に区長をしました｡部長

時代は地域の方々がニュータウン内と外.若い人と

年百己の人､古くから住んでいる人と新しい人というよ

うに層で対立しており､大変でした｡そこで､各種の

委員会にはその双方から参加してもらい､土地の方々

に古い時代のことや､ニュータウンの歴史をできる

だけ話してもらったわけです｡このような場や情報

しい業界ですし､我々として可能なサービスアップには限界があるこ

藤 原 博株式会社港北都市開発センター取扱役開発企画部長F 書き-TiIll萎毒_I--FTift葺きif童;_毒IjiFi-ffI墓I等--:_喜喜ITfiiif喜;薫7=萎I=毒i;-_fft

I

fII_琴lでもいちばん古い行事などが残っている

地域ですし､古い遺跡の多いニュータウンなどをみ

ると､この地が毒から住みよい土地だったのだとい

うことを思い返してもらえるようにしたい｡人と人が

他人の力を借りながらネッ

トワークをつくって生きていける街であればと常々考えています

｡taE) ここで､当社の新たな業務展開につい

てお伺いしたい｡電歪}ケーブルテレビは公団が電

波障害対策ということから始めたものです｡施設を

引き継いで都市型にレベルアップしてスタートしてから加入者も増 とでしょう｡したがって､ケーブル

テ

レビからスタートしながらもサービスの中身を変えて

いかなくてはならないと思います｡で､何ができ

るかというと､KTCの資源というのは地域に密着

して信用してもらえるということで､それをよりと

ころに考えると､ローカルな地域密着型のサービ

スというのは､情報の伝還というのも大事ですが､

それだけでなく､地域とのつながりをどうやって

いくかということで生きる道を探していかなくては

ならないと思います｡たとえば､セキュリティや

防災あるいは介護も含めて地域ぐるみで考えていく仕組みですね｡

地域で面倒を見ててもらえるというのはやはり安心で､公共がなんと

かしてくれるというのは限度があるし､地域でなんとかお互いにサポI

トする仕組みを作らなければならないと思うわけです｡そしてそのた

めにはケーブルテレビはどうしても必要だということになっていけば

と考えています｡そう

いうところでの仕組みを構築していくことが大切だと思い

ますね｡田 当社の業務として地元関連業務があります.共同化義務街

区の地権者に対する支援業務､街づくり協定の事務局業務､南北両セ

ンターの活性化支援業務､それに商業振興会の支援業務などです｡

今中央地区の区画整理を公団が施工していますが､その中に共同化

義務街区が設定され､横浜の北部地域の副都心としてのセンター地

域をどう仕上げて行くかということについて､地権者の方々も本気に

なって考えていますし､市や

公団そして事務局である当社も一体になって取り組んでいます｡

当社は､第1地区及び第2地区の共同化義務街区を通じて､地元の

人選との信頼関係を得ていると思いますし､また｢あいたい｣等を通

じて新住民のニーズも把握できる立場にあり､どういうセンターを造っ

ていくかについて.展望を持って取り組んでいきたい

と思います｡地小 山 潤 二都市基盤整備公EE
I都市整備畠長 元からも地域に密着した仕事

を

期待されてもいます｡また､ケーブルテレビや地

下駐車場といった地域密着のツ-ルを当社は持っていま

すO平成10年に｢J(ルスポット仲町台｣に

て特別顧問の言われるケーブルテレビ回線を使った地

域密着サービスとしての､｢バーチャルNタウ

ン｣という実験をNTTデータと共同で行いました

｡また､昨年今＼ 年と健康安心という切り口で､芙鼓

研究段階でありますが､公団や市そして地元医師

会や昭和大学の協力を得ながらサービスの具体

的なメニューの検討をインターネットを通じて進めています｡えてきており､低料金の割にはサービスが充実している方だと思いま ビ

ジネスとしての可能性については未知数ですが､5年先ぐらいを見す.また､インタ-ネットの接続サービスも始めていますが



田 ところで･当社への期待と役割ということを考えたときに･2

つあるのではないかと思います.まず株式会社ですから経営基盤の

安定化を図る必要がある｡もうひとつ､株式会社とはいえ公団及び市

が出資した組畠ですから､公的なセクターとしての役割もあるでしょ

う｡公Eilで最近､新郊外居住宣言という提案をしており､それに基づい

っ て全社的な取り組みをしていると鈍いています｡街つくりでは街を育

夫､ てていくということが大切｡ある民間ディベロッJト は｢街の成長管理｣

‡ という言葉を使っています｡街を育てていく､そのためには支えるソ

フトな仕組みが必要｡あるいは､街の世話人みたいな人が必要｡そし

畠 て居住者､NPO法人､民間事業者､公共Eil体等々との連携が重要｡公

･T 団は街づくりのプロ集団｡何か役に立てることができるのではないかt

ね｡ というのが｢提案｣の骨子です｡港北ニュータウンでは､公団は既にい

と ない｡当社のような相続が代わりにその役割を果たすことができる

- のではないかと思います｡そのあたり､小山さんいかがでしょラ .,

た 田 熟む居住が注目されている中で､郊外でな(1れぼ実現でき

は ないライフスタイルを持っている人もいます｡そこで､改めて郊外を

;大 居住地として魅
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力ある土地とし

て見ることがで

きるのではない

かということで

昨年有読書にお

集まりいただき､

検討しました.

港北ニュータウンの歴史の中から生まれたKTCをおいてありません｡

音引き変わり､港北二ュ-タウンの歴史資料についてですが.ひとつの

文化として伝えていくとしたら.事業の延長に作られたKTCが保存し

ていったほうがいいのではないか｡公団の資料もKTCがそれを引き

取って.薦北ニュータウンの讃科として保管してほしいと思いますね｡

E 王ヨl街の人もKTCにけっこう期待している｡公団が全国でやっ

たソフトのノウハウの蓄積に期待しており､そこが我が社の財産だと

思いますCそれに対して必要であれば対価を払うべきだという姿勢

が出てきていますから､今後さまざまなことをやっていけるんじゃな

いかと思います｡

E整 ■港北二ュ-タウンはもはや郊外とはいえないですが.さっき

の｢Co｣の仕組みも含めて､少し進んだコミュニティ.少し進んだ郊

外といったところでの害割こなるかと思います｡施設管理会社となる

各センター会社は､薪郊外居住ということを前面に出してかまわない

と思うのですが.我々のコミュニティタウンのセンター会社としては

特に他と違う点､例えば一番店をもって利益を上げることができない

そして.最終的には.｢新郊外居住宣言- Coライ

フタウンに住む｣とうたったわけです｡｢Co｣とはコンプオタプル､居

心地がよい環境を造ること､コミュニティ､それからコラボレーションの

頭文字で､このことが郊外に快適に住

むことのキ-ウードと考えています｡最終のまとめの中に7つの提

案があるのですが､とりわけ､自分の街は自分でつくる.街には世話

人がいる､といった2つの提案が今後の街づくりには特に重要ではな

いかということでした｡そのことを考えると､街を育てる､街の世指

人という点にセンター会社の今後の展開のヒントがあるのではないか.

たとえば､セキュリティや子育て支援とb＼行政ではすくいきれないニ

ーズが多数あり.そのニースにきめ細かく応えるというビジネスです｡

そのためにはサービスを受けた人は対価を払うという関係を早く碧いていくことが重要かと考え

ます｡■Ⅰ鴎 ｢街には世話人が必要｣という提案は大切で

す｡港北ニュータウンの歴史を振り返ってみると､市の6大事業のひ

とつを受け入れるに当たって事業の内容を住民の立場で作り変えた人選

がいるのです｡それは旧薫蒸をまとめていた世話人の方々だったの

です｡r新郊外居住宣言を都筑区化｣するためには､都筑区に内在するr世話人

の文化史｣をべ一スにしなければなりません.それを実行できるのは､

ため､常に何か



｢ 株式会社新 都市開発センター l 靴 N,開発事業関係 .社会一般

平成元年 2月 ●株式会社港北都市開発センター設立

(1989) (丘のセンター2障)
●巡回･点検業務開始 (公団)

4月 ●工事監督業務､請負工事､設計･調査業務開始(公団)

12月 ●損害保険代理店業務開始

平成元年設立時の手1度(丘のセンター)

ll

1月 ●昭和天皇崩御

4月 ●タウンセンター地権者総会において

｢共同化義務街区｣が了承される
●消費税実施

6月 ●港北ニュータウン建設事務所が｢丘の

センター｣へ移転
●宇野宗佑内閣発足

8月 ●海部俊樹内閣発足

9月 ●公団初の仮清算を実施

10月 ●第5回港北ニュータウンまつり

11月 ●第一地区第一回住居表示を実施

平成2年 2月 ●中川駅前センター街づくり協定施行

(1990) 3月 ●亮一地区街びらき

4月 ●国際花と緑の博覧会 (大阪)開催

7月 ●タウンセンター共同化義務街区開発

推進会発足

8月 ●日吉･元石川線開通

10月 ●第6回港北ニュータウンまつり

●ドイツ統一国家成立

11月 ●事業推進連絡協議会第8回総会開催

●サッチャー英首相辞任

12月 ●第三京浜新インターチェンジ着工

平成3年 1月 ●湾岸戦争始まる

(1991) 2月 ● (財)港北ニュータウン生活対策協会

創立10周年3月 ●中川西地区センター開館

●新都庁舎落成4月 ●行政区再福成審議会

発足6月 ●タウンセンター開発推進協議会発足

9月 ●東京横

浜ドイツ学園開校10月 ●第7回港北ニュータウ

ンまつり11月 ●宮清書一内閣発足

12月 ●ソ連邦消滅､独立国家共同体発足＼ 芸%427 3月 ●8-14街区(現モザイクモ~ル鰍 都筑阪急)土地一

部取得5月 ●第二地区共同化義務街区建設

組合事務局業務開始7月 ●本社事務所を荏田東一丁目22番地へ移転 3月 ●東海道新幹線に｢のぞみ｣登

場5月 ●第二地区共同化義務街区建設組合が設立

6月 ●国連平和維持活動協力法成立7月 ●第25回夏期がル ピンクJl'ルセロナ大会開裏

8月 ●港北ニュータウン熱供給 (樵)設立

●市営地下鉄3号線駅名決定9月 ●第8回

港北ニュータウンまつり12月 ●共同溝､地

下駐車場工事着手き主_I_平成L

I年呑吐啓転子土BF て

~ 平成5年 11月 ●センター南･北駅前に

コンビニエンスストア(1993) ォープン 3月 ●市営地下鉄3号線新横浜-あざみ野間開通●仲町台駅前セン

ター街づくり協定施行5月 ●タウンセンター地区街づくり

協定締結●公団港北開発局新局舎建設着工7月 ●東京

サミット開催8月 ●第一地区開発推進会が発展的解

散､第一地区共同化義務街

区建設組合が設立●細川譲,qR連立内閣発足

10月 ●第9

回港北ニュータウンまつり平成6年 8月 ●地域冷暖房施設運転保



achronologICaltable

｢ 株式会社港北都市開発センタ_ l 港北NT開発事業関係倒 会一般

平成7年
(1995)

..二

..

!;.3

6月 ●公団研修センター植栽管理業務開始

7月 ●コイン洗車場 (SPARKLINGFLASH)オープン
●第-地区タウンセンターに｢ブラザビル｣(仮称)建設決定

8月 ●センター北駅前暫定店舗をテナント施設(不動産)へ変更

1月 ●横浜市歴史博物館がオープン

●阪神･淡路大震災

3月 ●中央地区都市計画決定

●都筑区総合庁舎業務開始

4月 ●港北ニュータウン熱供給 (樵)業務開始

6月 ●センター北駅前広場供用開始

8月 ● ｢ボナージュ横浜｣入居開始 ●終戦50周年
11月 ●第11回i巷北ニュータウンまつり

●第1回都筑区民まつり

12月 ●仲町台地区センターオープン

平成8年 3月 ●ブラザビル(ショッピングタウンあいたい)着工

(1996) 5月 ●センター南暫定店舗をテナント施設 (美容･飲食)へ変更

8月 ●共同溝･昇降機管理､水施設管理業務開始 (公団)

｢ショッピングタウンあいたい｣起工式 1月 ●橋本龍太郎内閣発足2月

●中央地区事業計画､施行

規程大臣認可3月 ●全宅地供用開始

●大塚歳勝土遺跡公園オープン

4月 ●第三京浜都筑インターオープン

●センター南駅前広場供用開始9月 ●神奈川

県が第一地区､第二地区の換地処分公告10月 ●第12回i巷北二ュ-タ

ウンまつり11月 ●中央地区

起工式●第2回都筑区民まつり●

｢緑の都市賞｣内閣総理大臣賞を受賞●事業推進連絡協議会第11回総会を

開催し､推進協の解散を決定

平成9年 4月 ●CATV事業開始(1997) 5月 ●パルスポット仲町台オープン

●CATV神奈川新聞広告賞特別賞受賞6

月 ●パルスポットセンター南オープン●パルスポットセンター南駐車場オープン8月 ●CATV加入10,000世帯達成 月日月日347

11

●-,
港 北二ュ-タウン土地区画整理事業竣工式

●消費税5%に●中国

に香i巷返還●第3回都筑区民まつり平成10年 4月 ●ショッピングタ
ウンあいたい･あいたいメイトオープン(1998)

●センター北･南駅前地下駐車場開設l :三三芸:

∃E三認 諾 蒜 茅場管理業務開始 (公団)●本社事務所

を公団ビル4階(荏田東四丁目)へ移転5月 ●センター

北暫定駐車場運営管理業務開始 (公団)･開幕 苛%191'年 三言 :aeiEPVP,n
_A;冒豊oi貰諾 窒備)管理業務開始r ●会社創立10周年

臥

l綻."

虚
け
il=El

巨

宣店と

会開催
芭表

3月●東名横浜青葉インターオープン
4月●明石海峡大橋開通

●港北東急百貨店S
.
C
.

オープン

7月●横浜国際 プール開設

●小測恵三内閣

発足11月 ●第4回都筑区民まつり

1月 ●市営地下鉄4号線の施行許可

取得●欧州通貨統合スター

ト3月 ●公団一般定期借地募集開始 一 一 ･･･一 一こ臥

≠輔EhJl卓BlフェスティバIL

J平 成9年 C A TV 加 入 1万 世 帯 達 成10月 ●都市基盤整備公団発足平成9年｢パルスボソトセンタ

ー剰オープン(住都公団改組)

11月 ●第

5回都筑区民まつり月日23年:;;. '･i･f･; I ●ケーブルネットつづきの森 ロゴ変更 (2本)●工事監督業務､共同溝･昇降機管理業務
､
水施設管理業務

終了(公団)

4月●共同溝･昇降機管理業務開始(横浜市)

7月●CATV加入20,
000世帯達成

9月 ●CATVインターネットサービス開始

3月 ●モザイクモール港北･都筑阪急

日‥日=日‥4
5
9

オープン
●森喜朗内閣発足

●都筑警察署開設

●ミレニアムオリ

ンピソク･シドニー大会

開催11月 ●第6回都筑区民まつり平成13年
6月 ●水施設管理業務開始 (横浜市)(2001) 7月 ●CATV BSデジタルサービス開始

10月 ●キーサウスオープン 1月 ●市営地下鉄4号緑着工
4月 ●昭和大学横浜市北部

病院開院●小泉純一

郎内閣発足9月 ●米国同時テロ

発生11月 ●第7回都筑区民まつり平

成14年 3月 ●不動産住宅事業開始(2

002) 4月 ●CATV開局5周年6月
●CATV加入25,000世帯達成10月 ●ケーブルネットつづきの森 口j変更 (3本) 平成10年｢あいたい｣オープン3月 ●市道佐江戸

北山田線 平成11年会社

創立10周年(大棚地区

)開通10月 ●都筑垂Bl更局

開局11月 ●第8回都筑区民まつり平成15年 3月 ● (財)NHK放送研修センター主催の第9回ケーブル
テレビ 3月 ●米英軍イラク攻撃開始(2003) 自主制作番組コンテスト奨励賞･アナウンス賞受賞 11月 ●第9回都筑区民まつり

●健康安心モデル実験開始8月 ●センタ~北駅前暫定店舗事業終了 l 平

成



回顧録

KTCの豊 を振 り返る

第三セクターといわれる組織の運営は､微妙なバラン

スを図る必要があることから､容易ではないと思う｡出資

母体の中心である公共団体､あるいは公団･公社といっ

た公的組織の監督のもと､行動に規制･制約が加えられ

る反面､民間企業でもある以上､企業

としての業績･成果を株主から問われることに

なる｡親組織あるいは出資者が財務･財政上で余裕ある状

態の時はまだしも､緊縮傾向になってくると､企業としての基

盤が脆弱ではすぐに財務上の破綻の危機が迫ることになる｡

｢~盲 も･'社は､それに加えて､設立時点から他のいわゆ

る lセンター施設経営を行う公団の第三セクターに比べて､

I特異な宿命的な制約を負っているといえる｡それは

､他の各センタ-会社では一般的な､いわゆる｢地域一番

店｣Lという大

規模商業施設の経営を行うわけにはいかないという事情を有

していることである｡ここ港北ニュータウンの建設にあたっては､公団は市と協議の結果､住民の事業参カロを徹底

して行うため､センター計画､建設整備13 株式会社港

北

都市開発センター特別顧問 (前代表取締役社長)え食

チエ一に意欲ある地権者の積極的な事業参画を求めたと

いう経緯がある｡そして､それに応えた地権者組織がつく

られ､現在､南北両センター地区に見られるように東急

､阪急両クループをテナントとする､大規模商業施設の立



/1う れ続ける債務を減らすことが最初の仕事であったと思う

O,れ､ また､公団からの借り入れによる期限付きの店舗

経営急両 もようやくスタートし､まもなく会社創立以来の

懸案であを見 った､いわに鴇尺ビルによる中規模商業

施設ビル｢あいたい｣ノて､ の経営をも開始する

ことで､ようやく他のセンター会社た｡ の同業者としての仲間入りをすることができたので

あるO件 で ^ これと時を同じ

くして､- 型ケーブルテレビ｢つづき lの森｣の

運営を始めたが､これについては､当初から公団≡ノてブ 内でも経営についての

楽観 悲観の両論があり統一見解]ぶれ はなかった状態であったo私は､会社の将来展望

におい弓諸表 て二つの点から､新しい業務として取り

込むべきであると判断したoその理由重量 ､会社の存在
意

義の問題である｡我こ積み が国の経済社会環境の変化と

ともに､公団そのものの存葺も財 在意義さえ問われよう

としている時に､ましてその関連会社としての社会的意義

を考えると､少なくとも我が社は､地域に密着 立脚し地域のた

めに有益な企業であるとの 14

都筑区役所展望室より社屋を望む(平成15年8別農影)

I∴ ● ._ ∴ ~ t. '･っと認識される企業であるため

には､このメディア事業 ＼情報の伝達とそのサポートの業務



地区を残すのみとなり､我が社は必然的に自主

事業を一層強化していく必要に迫られ､市の協力もあって､横浜

アリーナの施設管理業務を受注するなど､業務の拡大に

努めた｡｢あいたい｣の業績が､阪急との競合によ

り低迷する状況のなかで､新規の自主事業であ

る｢キーサウス｣の商業施設建設については､投資内

容や効果予測について､かなり悩んだところである｡も

ちろん確信はあったものの､やはり背水の陣とい

う気持ちであった｡担当のスタッフには､建設費の大幅

削減と､それに加えてセンターにふさわしい風格ある建

築をという相矛盾する要求をしてしまったが､彼等は

じめ会社あげての努力のおかげでこのプロジェクトは

成功し､会社の財務構成の上で､いわば救世主となった｡

また､公団の定期借地制度を利用しての戸建て住宅

の分譲事業も､ビルダーのクループに加わり､地域で実

. ∫ 15 阪急との競合にしのぎを削る｢あいた

い

J続をもつ工務店と共同で､少しずつ始めている｡



NHKの第9回ケーブルテレビ自主制作番組コンテスト表

彰式かかわる業務であると考えている｡それは､もちろん､

圧送 会社の財務構成上限度はある

が､会社の基本業務であ斐あ ることに変わりはない｡

1LE 再び､我が社の社会的存在意義の命題に戻るが､社会旨め

､ に対して胸を張って我が社の必要性､存在意義をとなえ部門 ることができるためには､地域に認められ､頼りにされる

ことが不可欠なのである｡この意味で地域メディアとして は

ての､我がCATV｢つづきの森｣は､NHK関連のコンクさも

の -ルで表彰を受けたこともあり､着実に自主放送､自主こされ 制作も軌道に乗りつつあり､地域にとっ

て支持され､愛:いる される存在になり始めている｡､要

請 今後は､我が社の各業務部門それぞれにおいて､いかヲー進

に地域に密着しつつ､新しい､しかも､きめこまかな魅力つば地 あるプロジェクトを開拓し､付加していくかという取り組

いう算 みを､心がけていかなければならないと思う｡

ものに もちろん､現在いわば瞬間的に経営状況が数値的に ｢キーサウス｣は､すべて

アメリカ資本のテナント安定しているよう
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会 社 概 要

〔= 会 社 概 要

:

.I.':

.:

∵

山

株式会社 港北都市開発センター

〒224-0006横浜市都筑区荏田東四丁目10番2号 TEL.045-943-2461(代)

平成元年2月1日

5億円(授権資本8億円)

神奈川県建設業許可 (土木､建築､ほ装､造園､電気通信)

損害保険代理業

有線テレビジョン放送施設設置許可

第一種電気通信事業許可

宅地建物取引業者許可

役 員 構 成

代表取締役社長 中 臣 散治郎 取締役 (非常勤)

専務取締役

取締役 (常勤)

取締役 (常勤)

取締役 (常勤)

取締役 (常勤)

取締役 (常勤)

[- 株 主状況

中 西 雅 子 取締役 (非常勤)

波 速 美 智 取締役 (非常勤)

加 藤 高 明 取締役 (非常勤)

藤 原 博 監査役 (常 勤)

江 成 藤 吉 監査役 (非常勤)

岡 田 昭 夫 監査役 (非常勤)

株 主 名

都市基盤整備公団

横浜市

株式会社 りそな銀行

株式会社 みずほコーポレー ト銀行

株式会社 三井住友銀行

株式会社 横浜銀行

東京電力 株式会社

東京瓦斯 株式会社

株式会社 新生毒艮行

株式会社 あおぞら銀行

株式会社 東京三菱銀行

株式会社 UFJ銀行

株式会社 みずほ銀行

中央三井信託銀行 株式会社

藤

本

梅

漬

遜

脅

藤

迫

宮

原

奥

渡

∴

■∵

;

I-I

-I:

I
.'

∵

T

'
.I

:

.I∩〕

卓 (横 浜 市 )

和 也 (新生銀行)

一 朗 (横浜銀行)

芳

充

一

隆

正

泰 (東京瓦斯)

榔

捌

欄

…

S

S

QS

㈹

㌶

…

S

QS

曇
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代表取締役社長

監 役
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7次 長

次 長

総 務 課
＼.＼.ゝ

>経 理 課
＼＼＼

次 長 一･････営 業 第 一 課

あいたい館長
＼ゝ ゝゝ n
次 長

次 長

一tlL
･営 業 第 二 課

1T｢

開 発 課
dld"

経 営 課
NlnlRl

市街化促進課
JIl

施設管理第一課
177777
施設管理第二課

(//I
L事 業 課
/ノ
制 作 編 成 課

オフィスビル､商業施設､ホテル等の建設､経営及び管理

●店舗 ･事務所､倉庫･車庫､駐車場 ･駐輪場 ･洗車場､集会所 ･展示場 ･文化教養施設､

健全な娯楽施設 ･スポーツ施設､診療所 ･病院､託児所 ･児童遊戯施設､地域冷暖房施設､

宿泊施設の建設､経営及び管理

有線テレビジョン放送事業

第一種電気通信事業 (CATVインターネットサービス等)

●有線テレビジョン放送事業施設の設置及び維持管理

●電気通信事業施設の設置及び維持管理

●自主放送番組の制作 ･販売及び提供

●有線放送ケーブルの多目的利用に関する調査･研究

●テレビ電波障害対策に関する工事及び調査

センター地区の建設維持に係わる業務及びサポー ト

●センター地区の建設推進に係わる関係者との協議調整及び広報活動の企画運営に関する業務並びにその受託

●土地の活用に関するコンサルタント業務又は不動産の売買､賃貸及び件介

住宅環境の整備 ･改善及び管理

●小規模な土木工事､建築工事､造園工事､その他の環境整備業務

●宅地･住宅又は諸施設の管理業務

その他

●1-5の業務に関連する調査研究及び技術提供業務

●たばこ･清涼飲料水等の販売

●損害保険代理業及び自動車損害賠償保障法に基づく保険代理業

●1-5の業務に関連又は附帯する業務
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ここ 業 務 概 要

港北ニュータウンらしいライフスタイルを提案し､国際都市横浜の副

都心として､世界に誇れる街づく

りを支えてきた｢株式会社港北都市開発セ

ンター｣の15年間.私たちは､居住者及び来街者への利便提供を追及し､豊かな暮

らしを支援

する事業の展開を図っています｡総

務 部〕 営 業 部＼ _｣ /

開発企画部

lヽ _J ) 情報事業辞

19 平成10年

4月の組織改正で､｢拭務部｣｢

営業部｣｢開発企画部｣｢施設管理部｣｢情報事業部｣の5部制にな

りました｡商業等

利便施設をタウンセンター及び駅前･

近隣などのセンター地区を中心に配し

､居住者もしくは采街者への利便向

上を支援するのが､開発企画部及び営

業部です｡また､ニュータウン地区内

外を問わず､居住者へのよりよ

い環境を維持する保全や公共施設の管

理などを担うのが施設管理部です｡情報事業部は､地元

密着型のCATV事業

を行っており､自主放送などを通じてきめ細かい地域の情報提供

などを行うとともに､これからの標準インフラであろうインタ

ーネットプロバイダー事業も展開しています｡そして､

この15年間､急成長する会社において各部の事業が円

滑に進むようにサポートをしているのが総務部です

｡こうして当社は､｢港北ニュータウンらしい暮らしを支援する利便施
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【総務部の変遷】

総務部は､会社組織･業務運営･執行その他の全般に関わ

る根幹の部署として､平成元年2月の会社設立当時から今日

まで､会社の歴史とともに歩んできました｡

｢総 会社の事業規模が現在よりかなり小さかった当初は社員数

値設 も少なく､社内の雰囲気もアットホームなものであり､総務部

こな も総務経理課の一課体制でした｡

夕_ t

その当時の総務部業務は簡素であった反面､一般的な総務･

経理業務以外に現在の営業部の機能も総務部が担っており

亘を ました｡そのため､経理の担当者が洗車場を清掃したり､反対

者へ に株主総会の受付を商業施設運営の担当者が務めるなど､少

莞企 人数で手作り感があるものでしたo

平成10年4月に､商業施設｢ショッピングタウンあいたい｣

問わ がオープンしたのを機に営業部が総務部

持す から分離独立し､翌年度に総務部は総務

:担う 課と経理課の二課体制になりましたo

現在では商業施設運営､施設保守管理

⊃AT やCATV事業など多岐にわたった事業を

こどを 展開している当社の総務･経理部門として

腰 な ｢縁の下の力持ち｣であることはもちろん

票準イ 当社の急激な成長･発展に対応するべく､

アロハ より専門的なスキルと適切な判断を併せ持っ

田EBE]

た会社の管制塔の役割を担う総務部であ

_主する りたい

と考えていますo要して 【総務課】

乞接す 総務課の業務は株式会社の重要業務哀

全や である株主総会の運営など会社事業全般｣

の三 を統括するものから､社員の所得の年末調整など個人の事情に関わる業務まで､

まさに多岐にわたっ忘 ⊇ ≡ii ています｡社員間のコ
ミュニケーションが密で家庭的な設立当初の会社の雰囲気を大

切にしながら､現在も成長を続ける当社にとって有効かつ適

切な組織･業務運営が円滑に行われるように､多方面にわたって精力的に関

わっていきたいと考えています｡【経理課】当社は商法上

の大会社であり､平成12年度が大きな節目となったいわゆる｢会計ビッグバン｣は

当社にも大きな影響｢ を及ぼしていますOこの時代の

変化に対応し､当社の企業経営を的確かつ客観的に把握し､

企業会計･法人税務の両面から各部署と連携して当社の発展に寄与して

いくのが経理課の使命と考えています｡u その一方で､

当社はCATV放送事業､商業施設経営など経理体系の異なる複数の事業を展開しているため､日々

の会計取引自体も多種多様となっています｡毎日のひとつひと

つの取引から､10年後､20年後の当社の姿までが視野
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【営業第一課】

暫定商業施設の運営管理を主とし､他に､損害保険代理店

業務､ピル清掃管理業務及び不動産販売業務を行っています｡

コイン洗車場｢スパークリングフラッシュ｣(平成7年7月に

開業)は､自動車が主要交通手段である港北ニュータウンに

おいて､まさに的確な施設であり､休日には入場持ちの列が

出来るほどです｡また､暫定商業施設の｢パルスポット仲町台｣

(平成9年5月開業)､｢パルスポットセンタ一両｣(平成9年6

月開業)は､駅に近接し､住民が気軽に歩いて来店できること

をコンセプトに開設しました｡この｢J(ルスポット｣での､テナ

ントとの契約や運営管理の経験は､のちに開業する｢ショッピ

ングタウンあいたい｣を運営する上で参考になりました｡

｢キーサウス｣(平成13年10月開業)は､港北ニュータウ

ンの看いファミリー世帯を主な対象とした大

r h Th ∴ 二 ∴ ■. '-∴ .

業施設としては､初の自社建設物件ですD現

地に事務所を構え､館長以下､警備員も常馬主し､

多くの来場者に対応しています｡

【営業第二課】

港北ニュータウン初の大型ショッピンクビ

ルとして平成10年4月に開業した ｢ショッピ

ングタウンあいたい｣の運営管理を担当する

課として､ビル内に事務所を構えています｡

当社初の大型商業施設として､売上金管理を

行う等.当社既設の暫定施設とは異なった運

営管理を行っていますが､当初は試行錯誤の

連続でした｡現在､運営に関しては経窯を積み､

L主な業務内容】

当社の主要業務のひとつとなっている商業施設の運営管

理は､安全､快適に買い物が出来る魅力ある商業施設の運営

を巨的として､新規テナントのリーシンク､テナント営業活動

の支援業務 (集客のための販売促進活動)及び建物の維持

管理等を行うものです｡これらを担当しているのが営業部で

あり､平成10年4月の ｢ショッピングタウンあいたい｣開業を

機に､総務部から分離独立して設立､営業第-課と営業第二

課の二;探体制でスタートし､現在に至っております｡それぞれ

の課の業務は次のとおりです｡

テナントの入哲を行いながら､開業6年を迎えようとしていま

す.

今後は､消費者ニーズの変化に対応した魅力ある商業施

設として運営していくために.リニューアルなどを実施する

ことが主な課題であると考えています｡

【今後の展望】

現在の営業矧 ま.部長以下.社員13名､アルバイトスタッ

フ8名の体制となっています｡これからも､地域社会から高い

評価を得られる便利で快適な商業施設を適切に運営してい

く所存ですが､まだ暫定商業施設が多く､施設運営能力の向

上などを心掛けながらも.会社経営の核となる持続的事業を

育てる努力が必要と考えています｡
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(主な業務内容】

埋店 開発企画部はセンター地区を中心に商業施設等の開発を行っ

ます｡ ていますQ施設の企画から設計 建設までの一切を担当するとと

月に もに､テナントの選定 交渉等を営業部と協力して行っていますo

ンに また､会社全体の経営状況を把握するとともに･長期事業計画の

列が 立案 策定なども行っていますo

T台｣ さらに､センター地区の建設に係わる街づくり協定等の協読

)年6 調整業務や共同化事業への支援業務なども開発企画部の重要

)こと な業務のひとつとなっています｡

テナ 【部課名の変遷】

ヨツピ 設立当初は､｢開発部｣として｢計画課｣｢工務課｣がありまし

舛

励

j

獅

姻

乱

-スクツ

＼ら高い

ル てい

三力の向

]事業を

たが､その後｢計画部｣の誕生により､｢計画課｣は｢開発課｣とな

りました.平成5年5月に｢工務課｣Eま｢=務部｣として独立する

とともに､新たに｢企画課｣ができました｡平成

10年4月には｢ショッピングタウンあいたい｣誕

虫=伴ノ棚 払li大きく変わりました｡｢開削

は｢計画部｣と合流して ｢開発企画部｣へと名称

変更するとともに､｢企画課｣は｢経営課｣へと､

そして計画部の業務を引き継ぐ｢市街化促進課｣

ができまLT=C

【施設立ち上げ】

●｢初期利便施設｣

平成5年3月に横浜市営地下鉄3号緑が開通

するまでは､センター地区は何もない状況でしたO

その年に､当社施設の第1号である南 北駅前暫

定商業施設(コンビニエンスストア)を開業しま

した｡そして､平成7年7月には牛久保にコイン洗

車場を開業し､平成9年5月には｢パルスポット仲

開発

E]lヨ田

22町台｣､同年6月には｢パルスポットセンタ-南｣を開業しまし

たOいずれの施設も地域の利便施設として､その役割は大きい

ものがありま

す｡●｢ショッピングタウンあいたい｣の

開業平成10年4月､センター北駅に開業した｢ショッピンクタ

ウンあいたい｣は､当社にとって初めての大型商業施設であり､

その開発過程には並々ならぬ苦労がありまし

たO開発当初は｢ブラザビル｣と呼ばれ､いろいろな構想に明

け暮れたこと､開業間近になると､さまざまな調整事項と問題解

決のために毎日深夜まで及ぶ業務が続いたこと､オープンでは

社員が一丸となってお客さまを迎えたことなどが思い出されま

す｡｢ショッピングタウンあいたい｣は､当社の主要な事業のひ

とつであり､今後も当社のシンボルとして発展してゆくことでしょ

う｡●｢キーサウス｣の

開業｢あいたい｣､港北東急百貨店SC､モザイクモール港北 都筑 阪急などの大型店が次々と開業するなかで､平成13年10月に

は､大型商業専門店を複合化した｢キーサウス｣を開業しまし

たO｢キーサウス｣は居住者の豊かなニーズに応えられるよう

な個性的な大型専門店から成る施設であり､正面の広場は｢憩いの

場｣としても多くの人々で賑わっています

Q【地域の発展のため

に】センター地区に土地を所有する多くの地権者をサポートし

､その中でも共同化義持街区への商業施設の誘致や運営をお手

伝いするのも当社の重要な役割です｡港北ニュータウンの土地区

画整理事業では､地権者をサボ-卜するさまざまな努力のなかで､

港北東急百貨店SCやモザイクモール港北 都筑阪急などが着々

と成果を上げてきましたO現在は､港北中央地区での商業施設誘

致のサボ-卜を行うとともに､タウンセンタ-全体の活性化を図るべ

く､日々､地元関係者や横浜市､公団と調整を進めているところです
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【主な業務内容と郡課名の変遷】

施設管理部は､設立当初 ｢開発部･工務課｣として始まりま

した｡公団による港北ニュータウン開発を側面から支えるため､

造成工事の段階から参画し､ニュータウン居住者の住環境の

維持改善を図るもので､業務の内容は保全管理､=事監督等

が主たるものでした｡この部門は､設立時の経営を支えてき

た部門でもあったと自負しています｡

会社設立当初の平成元年4月､開発部には計画課及び当部

の前身である工務課があり､主に巡回･点検業務､監督業務､

各種工事､設計･調恵業務及びCATV業務に携わり､平成5年

5月には､工務部･工務課として生まれ変わりました｡

平成8年4月には､工務部･工務課が従来の業務担当の工

務課とCATV業務担当の業務課とに分かれました｡さらに､

23
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≠ 工務課業務として､公団関連施設の共同溝

､昇降機､水施設の管理に加え､地域冷暖房施

設運転保守などの施設管理及び清掃業務等の

施設管理業務への移行が始まりまし

た｡平成10年4月には､CATV業務を主と

する業務課が情報事業部に､従来業務として

の施設管理等を主とする工務課が施設管理部にな

り､さらに従来業務及び横浜市関連施設(共同

溝､昇降機､水施設は平成12年に公団より横

浜市へ移管)の管理を担う施設哲理第一課と､

タウンセンター内の馬主車場等の管理を担う施設

管理第二課が生まれました

｡現在､施設管理第一課では巡回･点検業

務､小規模補修工事のほか､地域冷暖房施設

運転保守管理､公団研修センター植栽管理､横

浜市関連施設である共同溝･昇降機･水施設等

並びに横浜アリーナの総合管理(施設.警備･清掃)等を実施

しています｡施設管理第二課では､センター北に位置するあ

いたい馬主車場､タウンセンター内のセンター北及びセンター

南駅前地下駐車場の管理を行っています｡

【今後の展

望】今後の会社の底力をつけるために､人材採用･配置を

する場合において､どの部所にどのような知識･技能及び資

格を取得した人材が必要なのか､郡と部の横断的情報の交換

､情報の共有化を行い､各部の要望事項をも考慮し検討する

ことが不可欠であると考えています｡

｢

一
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【主な業務内副

≡りま 情報事業部は､公団が港北地区土地区画整理事業により整

'ため､ 備LT=､CATV施設並びに難視対策及び高度情報化社会に対

損の 応するためのCATV事業を引き継ぎ､現在に至っていますO

潜等 業務内容としては､有線テレビジョン放送事業 有線ラジオ

_てき 放送事業及び第一種電気通信事業を展開していますo

放送事業の自主放送(つづきチャンネル)では､都筑区内の

rt当部 ニュースや出来事､イベントや講座の案内､お店紹介など地域

業務､ に密着した､さまざまな情報を提供しています｡

衣5年

【部課名の変遷など】

主の工 会社設立当臥 当部門は､｢開発部 =務課｣で発足し､工務

らに､ 部の発足にあわせ｢工務部 工務課｣､平成9年4月公団から

満､昇 の事業引き継ぎの際､CATV部門を主管す

桓設選 る部署として｢=務部 業務課｣となりましたO

ウ施設 その翌年､社内の那変遷に伴い､新たに｢情

報事業部｣が新設され｢工務部｣より独立し

とする ました｡

二の施 現在は､営業及び企画､課金.技術を担当

になり､ する｢事業課｣と､自主放送番組の制作を行

-同溝､ う｢帯1｣作編成課｣の二課で構成されるまでと

哉浜市 なり､総勢30名の大所帯となっています｡

二､タウ 発足当初は､CATVに携わる人員も少なく､

海設菅 公団が運営する難視聴対策施設である｢港

北ニュータウンケ-プルテレビジョン｣の維

徽

揃

肺

抑

附

慧

持管理及び加入促進業務､CATV整備工事

に係る設計業務､整備工事の監督業務を公

団より受託し､主業務として行っていました｡

EE]E3
事業部

平成9年4月には､公団から施設の

引継ぎを受け､名称を｢ケーブルネットつづさの森｣に変更し､都筑区

のニュース地域情報等を提供するコミュニティチャンネルや映画､音

楽､ニュース等の専門チャンネルを放送するCAT∨局として開局

しました｡平成12年9月には､第一種電気通信事業者とし

てインターネットサービスの提供を開始しました｡通信速度は.当初下り

搾 する 256kbpsでス

タートしましたが､急速なブロードバンドの苦さ資格を 及に伴い､提供速度の増

速を繰り返し､現在では8Mbps､交換､情 30Mbpsの2コースを提供しており､加入者も約4,000世帯

㌻ること となっています｡平成13年7月には､BSデシ

タ)L,放送の提供を開始し､アナロクからデジタルへの第一歩を踏み出しました｡

公団から引継

ぎを受けた当時の基本サービス加入者は.8,800世帯でし

たが､現在では､28.000世帯となり､濃化二ユ-タウンの65%の方が｢ケーブルネットつづさの森｣を利用す るまでになりまし

た｡【今後の展望】開局時の放送は､アナログ放

送が主体でしたが､現在では.CS､BSがテジタ)L'放

送に移行してきており､平成15年12月には､関乗､近畿､中京の三大広域圏

の-部で､デジタルの試験放送が開始されましたoこれに伴い

､施設の老朽化及び地上放送のデジタル化､今後の通信事業

に対応した､施設の広帯域化を含めた設備更新を

平成15年10月より4年間で実施する計画ですO通信事業では､ブロードバンドの急速な普及､著しい技



事業内容 商業施設の運営管理

施設内容 銀行･郵便局･レストラン(和･洋ヰ )･喫茶店･プア-ストフード･

ベーカリー･生鮮食品･生活雑貨･不動産･メガネ･楽器.理美容･

携帯電話･歯科･幼児教室･ボウリング場

所 在 地 横浜市都筑区中川中央一丁目1番3号

用途地域 商業地域

敷地面積 3.877.55｢巾哲也新雪享野面基盤生絹公団及び麓光二ュ-タウン熊触 )

建築面積 3.620.23∩て

延床面積 2l.800rrf(窪芸済有毒･欄 勇JLiZfS及び毒丑ニュータウン魚∈帖 と)

店舗面積 12.162.00ri

付帯施設 地下堅牢場1i0台 (センター北駅前地下星章場に地下で接続)

駐輪場9台

建物構造 鉄骨鉄筋コンクリート造 地上6階､地下4脂

コンセプト 駅前にあれば便利なお店が勢揃い ｢生活利便館｣

ネーミング 一般公募

由 来 ロコマ-クの ｢ltI｣は人と人､鯛と子などのイメージであり､お客様とお店

のふれあいを伝えたいと意図されています｡また ｢いち=市｣とも読め､

センター北の市場的な存在であることも伝えたいと考えています｡

設計業者 株式会社松臼平田設計

施工業者 鴻池･浅沼建設JV
発 注 者 都市基盤整備公団

25 開 業 日 平成10年4月8日
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l事 業 紹 介

創 ･楽 ･空 ･間

キーサウス

センター南駅前に位置し､センター南の核 (キー)として､ニュータウン

の世帯構成を踏まえた､居住者の豊かなニーズに応えられるような個性的

な大型専門店から成る施設です｡

施設正面には､心地よいエントランスをしっらえ､来舘者の憩いの場となっ

ていますO

事業内容 商業施設の運営管理

施設内容 スポーツ用品店 玩具店 コーヒーショップ アイスクリームショップ

所 在 地 横浜市都筑区茅ヶ崎中央14番12号

用途地域 商業地域

敷地面積 12.68421∩T(敷地所有者 都市基発整備公団)

建築面摂 3.94485rTT 延床面稚11,23309ni(建物所有者 当社)

店舗面積 669963rTl

付帯施設 平面駐車場83台､立体駐車場247台､宕静電71台

建物構造 鉄骨造 地上2暗

コンセプト 二ユ-タウンで最も多いファミリー層の需要に応える

ネーミング 社内公募

由 来 センター南の中心.タウンセンターの核 担(キー)
として施設を展開OすべてアメU力資本のテナントで
あり､フ0リタ半島のキーウエストのようなさわやか

なイメージを伝えたいと考えています｡

設計業者 株式会社都市設計研究所

施=業者 西松建設株式会社

発 注 者 当社

開 業 日 平成13年 10月2日

事業期間 平成 13年10月2El～平成23年10月1日
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事 業 紹 介

楽し時間を創造する

パルスポットセンター南
港北ニュータウンの核となるタウンセンター内､横浜市営地下鉄

センター南駅前｡多彩な施設で豊かな生活を創造する空間として親

しまれています｡

さ
わ
や
か
な
風
と
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わ
ら
か
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こ
の
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来
が
そ
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に
見
え
ま
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事業内容 商業施



人､街､季節がI31れあう場所

パルスポット仲
町台横浜市営地
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車とあなたの新しい生活

コイン洗車場SPARKLINGFLASH
最大7台､同時洗車可能な洗車場として平成7年7月に港北ニュータウン北部に開設しました｡

｢快適で､使いやすく｣をモット-に､洗車する際に便利な温水や､掃除機も完備しておりますO

車
と
あ
な
た
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
'

青
空
の
下
の
快
汗
空
間
｡

事業内容利便施設の運営管理

施設内容コインセルフ洗車場

所在地横浜市都筑区牛久保三丁目8番

用途地域準住居地域

敷地 面積l
.
9i3ni(敷地所有者都市基盤整備公団)

設備洗季機7台掃除機2台水､
湯販売機

フロアマット洗浄機(設備所有者当社)

コンセプト広々､
ゆったり､
快適で使い 易い洗車場

ネーミンク 支倉幸二(前 当社代表取締役社長

)由 来

設計業者施工業者

発 注 者開 業 日事業期間

きらめく輝きアベ

テック株式会社アヘテック株式会社当社

平
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来るべき車社会に対応した商業･文化の拠点

センター北･南駅前駐車場

センター北･南駅の駅前広場下にある空間を利用し､地下2層の駐車場を開設してい

ます｡センター北は516台.センター南は591台の駐車スペースを持ち､センター北に

おいては当社運営の ｢ショッピングタウンあいたい｣と直結しており､雨の日も快適に利

用できます｡

i :

一二~一二一±-｣ー

センター北駅前地下駐車場

事業内容 馬主章場の運営管理

施設内容 自走式地下駐車場 516台収容

所 在 地 横浜市都筑区中川中央一丁日102番地

用途地域等 商業地域(都市計画施設)

駅広面積 17.662ni(横浜市公共用地占用)

建築面積 12330ni 延床面7124.590rrT(平成15年9月末現在

都市基盤聖廟公団所有〔構浜而移管予定〕)

付帯施設 中央監視室.EV2萎

建物構造 鉄砺コンクリート這 地下2階

計画意図 横浜市の副都心として､商業 文化等の多様な施設を集積する

タウンセンターへのニュータウン内外からの自動苧流入を

予想し.駅周辺の持上駐車防止を図る｡

設計業者 株式会社日建設計

施=業者 躯体鴻池 浅沼 不動建設JV
付帯竹中土木 安藤建設JV

電気機械一大成 東急連投JV

発 注 者 都市茎葉整備公団

開 業 日 平成10年4月8日

駅
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事 業 紹 介21世紀に架け

る情報網ケーブ

ルネットつづきの

森35 放送サービスでは､大型高性能アン

テナで電波を一括して受信し､告ご家庭へ専用ケ

ーブルを通じてお届けします｡建築物の美観を損

ねるTVアンテナ､パラボラアンテナは一切不要､ゴ

ースト､ノイズのないクリアな音と映像で地上波･B

S･CS放送が楽しめ

ます｡また､インターネットサービスでは､

ケーブルテレビ網の大容量回線を利用し､24時

間使い放題の常時接続及び通話料不要の快適通信

を実現､最高のインターネット環境をお届けします｡ ケーブルテレビで楽

しさ倍増豊富なチャンネルと快適なインタ
ー
ネ
ッ
ト

事業内容有線テレビジョン 放送事業

許可日
.
平成8年12月25日(第A140150号)

業務開始:平成9年4月1日

第一種電気通信事業

許可日:平成12年4月6日(関第24号)

業務開始●平成12年9月1日

建設時期平成2年4月から平成9年 3月まで

※平成2年12月より一部供用開始

受信設備地上波主受信点
.
横浜市都筑区北山田 6-52

地上波予備受信点:横浜市都筑区茅ヶ崎南4-7
衛星受信点横浜市都筑区荏田乗4-1 0-2

当社屋屋上(BS･CSlloo/124ソ128o
JCSAT2号機スーパーハードC号機)

設備概要伝送帯域:450MH z双方向

伝送チャンネル.
テレビ49ch･FM6ch

基本サービス:16ch

追加サービス:23ch

BSデジタルサービス10ch

伝送路総延長:4335km
光ケーブル:28.
0km(センター⇔サブセンター間)

同軸ケーブル4055km
幹線増幅器台数:1
.
194台

総端子数
.
2l
,
730端子

接続数(平成15年11月末 日現在)

接続棟数:878日棟

加入状況(平成15年11月末 日現在)

基本サービス:28,
475世帯

追加サービス:3,
580世帯

BSデジタル:194世帯

インターネットサービス3.
9 75世帯 マルチメ

ディアなつ

づきの森これからのマルチメディア社会において､インターネッ

ト､ホームセキュリティ等､各情朝
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=- 売 上 高 推移

37

2.500百 万 円

2,000百 万 円

1.500百 万 円

1.000百 万 円

500百 万 円

==:=CATV加 入 状



Ⅷ~

⊂= 賃 貸 面 積 推 移 二二二二二二二二二二二二二二二二二-

営業面積施設別推移

二 二 . ~ '.
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会 社 の 変 遷

作花 章雄

前田 健次郎

佐々木 栽

冨永 洋史

新島 美帆

岡崎 明雄

加藤 秀彦

小城 康朗

中畑 優

稲垣 裕一
脇(烏)由佳

鈴木 豊

宮内(招見)美樹

星越 孝士

武田 信代

宮内 恒

脇 秀行

鈴木 順子

新井 要一

岡田 昭夫

塩野 博夫

米山 暁美

山上 輝彦

春原 啓治郎
山賀 宣夫

斉藤 忠勝

緒方 孝光

椛嶋 敬三

栗田 幾弥

丸山 慶次

菅原 則之

杢保 雅俊

渡逮 剛夫

野田 雅之

伊藤 斉朋

山田 緑

坂井 和文

小尾 道成

大森 陪男

稲EEl隆一

須貝 干衣子
中市 信男

岩,軍 光春

飯塚 孝昭

伊藤 維康

豊田 利雄
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港北ニュータウン
都筑区人口推移

200,000

175,000

150,000

125,000

100,000

75,000

50,000

25,000

0 ■人口 (人)∴世帯数 (戸)平成4年 平成6年 平成8年 平成10年
平成12年 平成14年平成5年 平成7年 平成9年 平成11年

平成13年 平成15年+各年1月
､平成6年空では港北こユ-タウン平

成7年からは布筑区の人口･世帯数都筑区5歳脂級別人口ピラミッド (･&) (平成14年 9月30日現在)

(男) l[ ` l岩 15 l (女)

. 二 二丁 .~~二 lI 4 ll⊥ :I :_1'.I.泳モ-1を-LuI ｣ 二 _ _I .

W ｣3
5-39L 【ー● - ｢ : = 二二二 _.- 二 二 二

二 二コl

l■ :T_

.1｣ll

lr̀~ 'ー lⅠ沌 "TJ

5-9 】L M 皿 .一 ,_A ll老年人口65

歳以上■
生産年齢人口15-64歳以上年少人口15歳未満

0



編 集 後 ie aHeJilori〃//ノW s(r'I"

15周年社誌の綜集後記に漕ぎ着けたことは､先ずもって役磯月全月の絶大なるご協力の賜物と感謝

申し上げます｡入社後間もない担当案務も理解しない掛 こ.本社作成の事務局長に命じられていること

を朋いた時,帯環の念を隠せず戸惑いを覚えたのは事実です｡そのような背景があった故に､本誌の詣

集後記を甘くに至ったことは感無並の想いでいっぱいです｡

部務局の当初の打ち合わせの中では､本誌に会社概算等業務に係るデータ′くンクの職能を持たせ,

役職nにEl々愛され活用されることを基本理念として一致し､稲典作業の緒に蔚きました｡全般的な構

成の検肘､記念座談会の企画立案､祝辞の依頼等､いざ作紫引岸】始すると､次から次へと項Elは盛りだ

くさんとなりましたOまとめの段階では､むしろ､どれを削除するかに腐心したことは幸甚でありました｡

記念座談会は本誌のメインテーマであり､企画立案の段階では､どのようなテーマで､どのような方に討

沸していただくかでかなり悩みました｡しかし､本番の記念座談会では､それに相応しい先銘諸氏から,

港北ニュ-タウン事業の多杜な開発経緯､会社設立の在韓等についての苦労話を開かせていただき､

改めて当社のあるべき姿を見出した感がありました｡出席者がその当時の立場を超え､兵剣な決等をい

ただいた内容には共感する.占が数多くあり､本誌のメインテーマに相応しいものとなりました｡

本艦の編集に当たっては､耶務局に人の利を得て大変助かりました｡こつこつと社史等当社に係る

溌科収範を担当し各部の諦並の目配りに終始した元井課長代理(総務担当)｡本誌の構成等籍合的

に企画立案を担当したセンス抜群の須田主任(絹紫檀当)｡この2人の情熱的な働きと各部編典委月

の協力が解ければ､本誌の存在はあり得ませんでした｡改めて側係各位に敬悪を表する次窮であります｡

平成L6年7月から横浜市内の都市公団関連会社3社が合併し,当社は新会社として生まれ変わりますO

このrHm抑二､本誌を企画立案し上梓できたことは絶妙かつぎりぎりのタイミングであったと(乱います｡

Ll11枚に､本誌が､役敬nの栗林の手引きとして､末永く要され活用されることを祈念して､絹鍛後記と

させていただきます｡

株式会社略北都市開発センター

創立】5周年記念誹粟プロジェクト琴聴局

TJt務局長 神田 博 (濃淡部次長)

｢株式会社Tl..Hヒ柿印rW兜センタ-創立15周年秋色と｣ 平城16咋2月発行 節2柳●平成16年3Jl発行

株式会社 剃 ヒ都市開発センター 創 立15周 年 記 念 事 業 プ ロ ジ ェク ト委 員会

代表取締役社長 中臣 敬治郎 取締役総務部長 波途 英督

専務取締役 中西 雅子 取締役営業部長 加藤 高明

常勤監査役 原 充 取締役開発企画部長 藤原 博

取締役施設管理部長 江成 藤書

取締役情報事業部長 岡田 昭夫

前プロジェク ト委員

前代表取締役社長 支倉 幸二 前監査役 八木 清

事務局社誌編集部会

須田将幹 (W船艮)

押 EEH凱 元井武士､沖田秀活､稲垣裕一､早川 修､井上儀久､冨永洋史､星越孝士

有限会社 フォーサ イ ト 仁平昌宏､菊池菅広､水梨由佳 ､金 ケ江元師
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